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図表３　昭和58・63・平成５年および平成11年度の新潟県における高額所得法人企業
鯉江です。どうぞよろしくお願いいたします。ただ
今、松本先生がすごい勢いで話されて、皆さんはお疲
れだと思います。彼は百年間を20分で話せと言われて
いたわけです。それに比べて、私は最近の４年間を20
分でお話すればいいので、25分の１のスピードで話し
ますので、皆さんにはゆっくりご理解していただきた
いと思います。
本日は、成長企業の条件とその条件の経営状況への
影響について、新潟県の製造業を事例として、お話を
させていただきます。論文は長岡短期大学地域研究セ
ンター『地域研究　Vol.10』に載せてありますので、
ご覧いただきたいと思います。
まず最初にお話したいことが幾つかあります。１つ
は企業の成長とは何かで、これにはいろいろな定義が
あると思います。例えば、シェアを大きくすることが
成長かも知れないし、利益を上げること、従業員を多
く雇うことかも知れません。そこで今回は利益を上げ
る、企業が生き残っていけることの重要性を考えてみ
たいと思います。
はじめに幾つかの文献調査を行いました。その結果、
現代における企業存続のための不可欠な条件を上げて
みたいと思います。まず、多品種少量生産と短納期、
価格競争力を持っていることです。これは、あくまで
も企業が存続するための重要な条件であることが文献
調査から、ある程度理解できました。
単にそれだけでは問題があるわけで、次に安定的に
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再び図表２をご覧ください。第四銀行や北越銀行、
北越製紙、北陸瓦斯などの明治、大正期に設立された
有力企業が順調に資本金を増やしていたことがみてと
れます。これとともに、戦中から戦後に設立された有
澤製作所や大島農機、歴世礦油などが、上位30位に位
置していることも注目すべきです。
図表３をご覧ください。昭和58年度以降、63年、平
成５年そして11年度の高額所得順のランクをみていき
ますと、上位には銀行をはじめとする金融業や、福田
組、本間組などの建設業が占めています。また、北越
製紙もほぼ一貫してランクしています。この一方で、
コメリや原信、日本精機、内田製作所（コロナ）など
戦後にベンチャービジネスとしてたちあげられた様々
な企業が順調に業績を伸ばし、株式上場を果たすなど
成長を遂げているのには注目すべきです。これらの企
業は、独自の技術、製品、サービスの開発に成功し、
新潟の産業発展の原動力としての役割を担っているの
です。
以上、駆け足でお話させていただいて恐縮ですが、
明治期から現在にかけて長期的視点をもって見てきま
すと、新潟県においては、様々なベンチャービジネス
がたちあげられて、これらが持続的に成長・発展を遂
げていったことが指摘できます。それらの企業を設立
して、経営を主体的に、かつ積極的に展開して成功を
おさめた企業家が多く存在していたのです。今後21世
紀の新潟県の産業の発展を展望する時、企業家精神に
みちあふれた企業家の登場と活躍がこれまで以上に重
要になってくると思います。
いかなる経営環境のもとでも新たなビジネスチャン
スをつかみ、イノベーティブに活動する企業家におい
ては、以下の３つのＣが必要不可欠な構成要素だと考
えます。まず１つ目は、新しい技術やマーケット、新
しい製品やサービスを開発していくという意味で
Creativeです。２つ目は、どんなに困難に見舞われて
も、積極的に果敢に挑戦していくChallengeです。こ
こに上げられた企業も順調に成長したとはいえ、様々
な苦労や困難に直面してきたわけですが、それを企業
家が旺盛にリーダーシップを発揮して乗り越えてきた
わけです。そして３つ目は、Co-operativeです。企業
家どおし、さらには企業家と行政、そして社会とが交
流、あるいは連携をより密にして、お互いの持ってい
る経営資源を結集して、新たなビジネスを生み出して
いくことが極めて重要になってくると思います。今後
の新潟県の産業発展、地域振興に担い手として、３つ
のＣをかねそなえた企業家の主導的な役割を果たすこ
とがますます必要不可欠になってくると思います。
あわせて、企業家の活動の支援する体制を整備する
とともに、こうした風土を醸成していかなければなら
ないこともつけくわえておきます。
成長企業の条件とその条件の経営状況への影響
長岡短期大学助教授　　　鯉江　康正
